
●「沖縄市地域見守りネットワーク」に参加

している事業所の連絡学習会が６月２４日に

沖縄市消防本部にて行われ、胸部圧迫の方法

やＡＥＤの使い方などの「救命手当て」を学

習しました。また「ＡＥＤは貸し出ししてい

るのか？」など熱心な質疑応答もありました。

その後行われた情報交換会では、訪問先で安

否確認が必要だった場合に不動産業者の協力

を得て対応したケースなどが報告されました。

●米穀類の

卸販売を行っ

ている(有)

中央米穀(比

嘉治社長)の

社員のみな

さまは、2011年から毎朝「泡瀬小学校」の児

童の交通安全の見守り活動を続けています。

今回、沖縄市社協の「地域見守り活動」にも

協力していただけることになり、「見守り協

定」を結びました。比嘉社長を始め、社員の

みなさま!今後ともよろしくお願いします!

●園田地域の独居高齢者の方から依頼のあっ

た草刈活動は、嵩元自治会長はじめ地域のボ

ランティアが参加して無事終了しました。参

加された皆さま！ありがとうございました。

●高齢者夫婦宅での草刈活

動をキャンプフォスターの

１１名の隊員が参加し行い

ました。２時間にわたって

の活動は、ゴミ袋にして約

２０袋にもなりました。隊

員のみなさまからは「ハードワーク（きつい

仕事）だった！」との感想が聞かれました。

皆さま！大変な活動本当にお疲れさまでした。
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●平成28年度の「手話奉仕員入門講座」が開

講し26名の受講生が誕生しました。受講生に

は「仕事で聴覚障がい者に会ったが、上手くコ

ミュニケーションをとれなかった。今後のため

にも手話を学びたい」という方も多くいて、意

欲的に学習する様子がうかがえました。入門講

座を終了した後は「基礎Ⅰ」「基礎Ⅱ」とさら

に２年間かけて学習を積み重ね、聴覚障がい者

の社会参加のために活動する「手話奉仕員」を

目指します。みなさん！がんばってください！

●「こどもの居場所と地域作りを考える」シン

ポジウムが６月４日に開催され約８０名の方が

参加しました。京都市でこどもの生活支援等に

取り組んでいるＮＰＯ法人「山科醍醐こどもの

ひろば」村井琢哉理事長の基調講演のほか、本

会職員も参加したパネル討議が行われました。
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内 容⇒１歳２ヵ月双子の世話。

依頼者⇒３０代女性

活動日⇒週２～３日程度。

時 間⇒２～３時間希望。

場 所⇒依頼者自宅（美里）

人 数⇒１～２名

☆母親の介護をしているため、双子の育児

との両立が難しいとのこと。育児または外

出時にサポート出来る方を希望します。

内 容⇒庭の草刈や片付け。

依頼者⇒市内７０代高齢者

活動日⇒調整します。

時 間⇒調整します。

場 所⇒沖縄市松本

人 数⇒１名～

備 考⇒草刈機を使う場合もあります。

☆室内清掃と並んで、庭の草刈も要望の

多い活動です。草刈り機が使えない方も

大丈夫です!(^^)!！道具類は準備します。

内 容⇒病院内での付き添い

依頼者⇒市内高齢者

活動日⇒火・金曜日。

時 間⇒午後２時～

場 所⇒ちばなクリニック

☆池原在住のひとり暮らし高齢者で、車

いす利用者の８０代の方からの依頼。病

院内での車いす利用の際のつきそいなど。

時間は午後２時から３時半ごろまでです。


